
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成平成平成平成２６２６２６２６年度年度年度年度    地域発地域発地域発地域発    元気づくり支援金事業総括書元気づくり支援金事業総括書元気づくり支援金事業総括書元気づくり支援金事業総括書    

    

    

            事事事事    業業業業    内内内内    容容容容                                    

    

○各営農組合支援農機具購入             

中耕ローター1台                  

（農業公社管理で貸し出し対応用）          

 

○農業支援                     

生坂農業塾（平成 26 年 4月 15 日から         

平成 27 年 3 月 27 日まで全 28回開催）         

    

            事事事事    業業業業    効効効効    果果果果                                                                                【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】【目標・ねらい】    

    

    

○遊休荒廃地解消面積                              

現在の遊休荒廃地                  7.3ha 

今後 10 年間に予想される耕作放棄地の予想  10.0ha 

              計 17.3ha の解消見込み 

○農業塾の受講者 28 名（前年度 21名）             

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

                                                                                                                                                                                                                                                                            

                                                                                                                                                                                                                                                

      今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み今後の取り組み                

 

○営農組合の活動を活性化するための支援策                        

○高齢化の進んだ地域への新規就農者の就農定住                      

○農業用施設の更新及び将来を見据えた基盤整備                      

○不在者地主への対応                                  

○住民への農業技術の研修                                

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 生坂農業未来づくり事業 

事業主体 

（連絡先） 

生坂村 

生坂村役場振興課産業係（電話 0263-69-3112） 

事業区分 （６）産業振興、雇用拡大に関する事業 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費 １，００７，１６９円（うち支援金：６９３，０００） 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

 継続で実施した生坂農業塾の 受

講生が、前年度より 7 名増えたこ

とにより、今後地区の農業を担い

手として活躍が期待できる。 

【      】 

●遊休荒廃地の解消 

●営農組合の活性化 

●農業従事者の増員 

 

※地域活性化のための目標・ねら
いに対してどのような効果があっ
たか、項目毎に記載すること。 

※今後、事業効果をどうつなげ
ていくか記載すること。 


